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(54) 発明の名称 ：液晶表示装置

(57) Abstract: In order to cause a liquid crystal display
1]

device i n which sub -pixels of four colors are arranged i n a

Χ·Υ Z'U matrix with two rows and two columns in one pixel to
smoothly display a diagonal line, specifically provided i s a
liquid crystal display device that includes a pixel (Y)

c _ m Γ® ©
which i s not in contact with a diagonal edge when a diago

S> ® Τ® ® ® nal line i s displayed, and a pixel (X) which i s i n contact
with the diagonal edge, to which the same data as the pixel
(Y) i s inputted, and in which a sub -pixel (W) has different
luminance fixim a sub -pixel (W) of the pixel (Y), the pixel
(X) having higher luminance than pixels (C D ) adjacent t o
the sub -pixel (W) thereof, and the sub -pixel (W) o f the
pixel (X) having lower luminance than the sub -pixel (W)
of the pixel (Y).

(57) 要約： 1 ピクセル内で 4 色のサ ブピクセ
ルが 2 行 2 列のマ トリクスに配置 された液晶表
示装置に、斜めの線 を滑 らかに表示させ る。斜
めの線 を表示するときに、斜めのエッジにあた
らない ピクセル （Y ) と、斜めのエッジにあた
リ、 ピクセル （Y ) と同一のデー タが入 力 さ
れ、かつW のサ ブピクセルが、 ピクセル （Y )
のW のサ ブピクセル とは異なる輝度 とされた ピ< クセル （X ) とを含み、 ピクセル （X ) は、そ
のW のサ ブピクセルに隣接する ピクセル （C -
D ) よ りも高輝度であ り、 ピクセル （X ) のW
のサ ブピクセルは、 ピクセル （Y ) のW のサ ブ
ピクセルよ りも低輝度である。
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明 細 書

発明の名称 ：液晶表示装置

技術分野

[0001 ] 本発明は、 1 ピクセルが 4 色 （例えば、赤 緑 . 青 . 白）のサブピクセル

で構成される液晶表示装置のェッジ表示に関する。

背景技術

[0002] ピクセルの輝度を高めることを 1 つの目的として、 1 ピクセルが 4 色 （赤

緑 青 白）のサブピクセルで構成された液晶表示装置が開発されている

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献 1 ：曰本国公開特許公報 「特開 2 0 0 7 - 2 8 6 6 8 号公報 （2 0

0 7 年 1 1 月 1 曰公開）」

特許文献2 ：曰本国公開特許公報 「特開 2 0 0 9 — 0 8 6 0 5 4 号公報 （2 0

0 9 年 4 月 2 3 曰公開）」

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0004] ピクセル内で 4 色のサブピクセルが 2 行 2 列のマ トリクスに配置された

液晶表示装置で斜めのエッジを含む対象物 （例えば、斜めの線）を表示 した

場合、斜めのエッジがスムーズにな らないという問題がある。 これは、例え

ば右下が りの線を表示 した場合に、図 1 3 のように、 2 行 1 列の白のサプピ

クセルが目立ち、エッジがギザギザに見えるか らである。

[0005] 本発明は、 1 ピクセル内で 4 色のサブピクセルが 2 行 2 列のマ トリクスに

配置された液晶表示装置において、斜めのエツジを滑 らかに表示することを

目的とする。

課題を解決するための手段

[0006] 本液晶表示装置は、 1 画素が 2 行 2 列のマ 卜リクスに配置された第 1 〜第



4 色のサブピクセルからなる液晶表示装置であって、斜めのエツジを含む対

象物 （例えば、斜めの線状物）を表示するときに、斜めのエッジにあたらな

い第 1 ピクセルと、斜めのエッジにあたり、第 1 ピクセルと同一のデータが

入力され、かつ第 1色のサブピクセルが、第 1 ピクセルの第 1色のサブピク

セルとは異なる輝度とされた第 2 ピクセルとを含み、第 2 ピクセルは、その

第 1色のサブピクセルに隣接する複数のピクセルよりも高輝度であり、第 2

ピクセルの第 1色のサブピクセルは、第 1 ピクセルの第 1色のサブピクセル

よりも低輝度である。ここで、斜めのエッジとは、例えば走査信号線の延伸

方向を基準として、これに対して斜めに延伸するエッジである。

[0007] 上記構成によれば、 1 ピクセル内で4 色のサブピクセルが2 行 2 列のマト

リクスに配置された液晶表示装置で斜めのエツジを含む対象物を表示したと

きに、斜めのエッジに特定色 （例えば、白）のサブピクセルが目立つことを

抑制することができる。これにより、斜めのエッジ （例えば、フォント中の

斜めエツジ）の滑らかな表示が可能となる。

[0008] 本液晶表示装置は、 1画素が2 行 2 列のマ卜リクスに配置された第 1〜第

4 色のサブピクセルからなる液晶表示装置であって、斜めのエツジを含む対

象物を表示するときに、斜めのエッジにあたらない第 1 ピクセルと、斜めの

エッジにあたり、第 1 ピクセルと同一のデータが入力され、かつ第 1色のサ

プピクセルが、第 1 ピクセルの第 1色のサブピクセルとは異なる輝度とされ

た第 2 ピクセルとを含み、第 2 ピクセルは、その第 1色のサブピクセルに隣

接する複数のピクセルよりも低輝度であり、第 2 ピクセルの第 1色のサプピ

クセルは、第 1 ピクセルの第 1色のサブピクセルよりも高輝度である。

[0009] 上記構成によれば、 1 ピクセル内で4 色のサブピクセルが2 行 2 列のマト

リクスに配置された液晶表示装置で斜めのエツジを含む対象物を表示したと

きに、斜めのエッジに特定色 （例えば、白）のサブピクセルが目立つことを

抑制することができる。これにより、斜めのエッジを含む対象物の滑らかな

表示が可能となる。

発明の効果



[001 0] 以 上 の よ うに、本発 明 によれ ば、 1 ピクセル 内で 4 色 のサ ブ ピクセル が 2

行 2 列 のマ 卜リクスに配置 された液 晶表示装置 において、斜 めのエ ッジを滑

らか に表示 す る ことがで きる。

図面の簡単な説明

[001 1] [ 図 1] 本液 晶表示装置 （エ ッジ処理 あ り）で斜 め線 （— 4 5 度 ） を表示 した と

きの一部分 を示 す模 式図であ る。

[ 図2] 従 来 どお りに （エ ッジ処理 な し）で斜 め線 （— 4 5 度 ） を表示 した とき

の一部分 を示 す模 式図であ る。

[ 図3] 本液 晶表示装置 （エ ッジ処理 あ り）で斜 め線 （— 4 5 度 ） を表示 した と

きの別 の部分 を示 す模 式図であ る。

[ 図4 ] 従 来 どお りに （エ ッジ処理 な し）で斜 め線 （— 4 5 度 ） を表示 した とき

の別 の部分 を示 す模 式図であ る。

[ 図5] R G B デ ー タか ら標準 R G B W デー タの生成方法 を示 す模 式図であ る。

[ 図6] 標 準 R G B W デー タにエ ッジ補 正 （W サ ブ ピクセル） を施 して出力用 R

G B W デー タ とす る方法 を示 す模 式図であ る。

[ 図7] 標 準 R G B W デー タにエ ッジ補 正 （G サ ブ ピクセル） を施 して出力用 R

G B W デー タ とす る方法 を示 す模 式図であ る。

[ 図8] 本液 晶表示装置 （エ ッジ処理 あ り）で急峻 な斜 め線 （— 4 5 度 か ら— 9

0 度 ） を表示 した ときの一部 を示 す模 式図であ る。

[ 図9] 従 来 どお りに （ェ ッジ処理 な し）で急峻 な斜 め線 （— 4 5 度 か ら— 9 0

度 ） を表示 した ときの一部 を示 す模 式図であ る。

[ 図 10] 本液 晶表示装置 （エ ッジ処理 あ り）で緩 やか斜 め線 （— 4 5 度 か ら 0

度 ） を表示 した ときの一部 を示 す模 式図であ る。

[ 図 11] 従 来 どお りに （エ ッジ処理 な し）で緩 やか斜 め線 （— 4 5 度 か ら 0 度

) を表示 した ときの一部 を示 す模 式図であ る。

[ 図 12] 本液 晶表示装置 の構成 を示 す プロック図であ る。

[ 図 13] 4 色型液 晶表示装置 で斜 め線 を表示 した ときの問題 点 を示 す模 式図で

あ る。



発明を実施するための形態

[001 2] 本発 明の実施 の形態 を、 図 1 ~ 1 2 を用いて説明すれば、以下の とお りで

ある。 図 1 2 に示すように、本液晶表示装置 1 は、表示制御 回路 2 と、 ゲ一

卜ドライバ 3 と、 ソース ドライバ 4 と、液晶パ ネル 5 とを備 える。 なお、 ゲ

- 卜ドライバ 3 および ソース ドライバ 4 は、液晶パ ネル 5 とモ ノ リシ ックに

形成 されていてもよい。液晶パ ネル 5 の各 ピクセル は 4 色 （R G B W

) のサ ブ ピクセルか らな り、 1 ピクセル 内では、 4 色のサ ブ ピクセルが 2 行

2 列のマ 卜リクスに配置 されている。以下、 R G B W のサ ブ ピクセル

を適宜、 R S P 、 G S P 、 B S P 、 W S P と略記する。

[001 3] 表示制御 回路 2 は、データ変換 回路 6 と、 タイ ミング制御 回路 7 とを備 え

る。データ変換 回路 6 は、 R G B データ （入力データ）か ら標準 R G B W デ

—タを作成 し、 さ らに標準 R G B W データにエ ッジ処理 を行 って出力用 R G

B W データと し （後 に詳述）、 これ をタイ ミング制御 回路 7 に出力する。 タ

ィ ミング制御 回路 7 は、 R G B W データ並び にソーススター 卜パル ス S S P

および ソースクロック S C K 等 をソース ドライバ 4 に出力するとともに、 ゲ

- 卜スター 卜パル ス G S P およびゲ一 卜クロックG C K 等 をゲ一 卜ドライバ

3 に出力する。

[0014] なお、 ソース ドライバ 4 は、 R G B W データ並び にソーススター トパル ス

S S P および ソースクロック S C K 等 を用いて液晶パ ネル 5 の ソースライ ン

(データ信号線、 図示せず） を駆動 し、 ゲ一 卜ドライバ 3 は、 ゲ一 卜スター

卜パル ス G S P およびゲ一 卜クロックG C K 等 を用いて液晶パ ネル 5 のゲ一

トライ ン （走査信号線、 図示せず） を駆動する。

[001 5] 本液 晶表示装置 1 で斜めの線 （— 4 5 度 の線） を表示 した ときの一部分 を

図 1 に示す。 なお、 図 1 での 「斜めの線 のエ ッジ （斜めのエ ッジ）」 とは、

左下の低輝度領域 （複数 のサ ブ ピクセルか らなる） と右上の高輝度領域 （複

数 のサ ブ ピクセルか らなる） との境界 （階段形状）の ことであ り、 「斜めの

エ ッジにあたる ピクセル」 とは、斜めのエ ッジが通 る、 あるいは斜めのエ ツ

ジに隣接 する ピクセル をい うもの とする。



[001 6] 本液 晶表示装置 1 では、 エ ッジ処理 を行 うため、斜 めの線 を表示 す る とき

に、斜 めのエ ッジにあた らない ピクセル Y (第 1 ピクセル） と、斜 めのエ ツ

ジにあた り、 ピクセル Y と同一のデー タが入力 され、 かつ 白 （W 、 第 1 色）

のサ ブ ピクセル が、 ピクセル Y のW のサ ブ ピクセル とは異 な る輝度 とされた

ピクセル X (第 2 ピクセル） と、斜 めのエ ッジにあた らない ピクセル Z (第

3 ピクセル） と、斜 めのエ ッジにあた り、 ピクセル Z と同一のデー タが入力

され、 かつ緑 （G 、 第 2 色）のサ ブ ピクセル が、 ピクセル Z の G のサ ブ ピク

セル とは異 な る輝度 とされた ピクセル U (第 4 ピクセル） とを含 む。 そ して

、 ピクセル X は、 そのW のサ ブ ピクセル に隣接 す る ピクセル C D よ りも高

輝度 であ る とともに、 ピクセル X のW のサ ブ ピクセル は、 ピクセル Y のW の

サ ブ ピクセル よ りも低輝度 であ り、 また、 ピクセル U は、 その G のサ ブ ピク

セル に隣接 す る ピクセル 」 K よ りも低輝度 であ る とともに、 ピクセル U の

G のサ ブ ピクセル は、 ピクセル Z の G のサ ブ ピクセル よ りも高輝度 であ る。

以上 の よ うに斜 めの線 を表示 す る ことで、従来 の図 2 (エ ッジ処理 な しで斜

めの線 を表示 した場合） よ りも、 エ ッジをなめ らか にす る ことがで きる。

[001 7] 本液 晶表示装置 1 で斜 めの線 （— 4 5 度 の線 ） を表示 した ときの別 の部分

を図 3 に示 す。

図 3 での 「斜 めの線 のエ ッジ （斜 めのエ ッジ）」 とは、右上 の低輝度領域 （

複数 のサ ブ ピクセル か らな る） と左下の高輝度領域 （複数 のサ ブ ピクセル か

らな る） との境界 （階段形状 ）の ことであ り、 「斜 めのエ ッジにあた る ピク

セル」 とは、斜 めのエ ッジが通 る、 あ るいは斜 めのエ ッジに隣接 す る ピクセ

ル をい うもの とす る。

[001 8] 本液 晶表示装置 1 では、 エ ッジ処理 を行 うため、斜 めの線 を表示 す る とき

に、斜 めのエ ッジにあた らない ピクセル y (第 1 ピクセル） と、斜 めのエ ツ

ジにあた り、 ピクセル y と同一のデー タが入力 され、 かつ 白 （W 、 第 1 色）

のサ ブ ピクセル が、 ピクセル y のW のサ ブ ピクセル とは異 な る輝度 とされた

ピクセル X (第 2 ピクセル） と、斜 めのエ ッジにあた らない ピクセル z (第

3 ピクセル） と、斜 めのエ ッジにあた り、 ピクセル z と同一のデー タが入力



され、かつ緑 （G、第 2 色）のサ ブピクセルが、 ピクセル z の G のサ ブピク

セル とは異なる輝度 とされた ピクセル u (第 4 ピクセル） とを含む。 そ して

、 ピクセル X は、 そのW のサ ブピクセル に隣接する ピクセル c d よ りも低

輝度であるとともに、 ピクセル X のW のサ ブピクセルは、 ピクセル y のW の

サ ブピクセル よ りも高輝度であ り、 また、 ピクセル u は、 その G のサ ブピク

セル に隣接する ピクセル 」 k よ りも高輝度であるとともに、 ピクセル u の

G のサ ブピクセルは、 ピクセル z の G のサ ブピクセル よ りも低輝度である。

以上のように斜めの線 を表示することで、従来の図 4 (エ ッジ処理な しで斜

めの線 を表示 した場合）よ りも、エ ッジをなめ らかにすることがで きる。

[001 9] 次 に、 R G B データ （入力データ）か ら出力用 R G B W データを生成する

方法 について説明する。 まず、図 5 のように して、 R G B データ （入力デ一

タ）を標準 R G B W データに変換する。すなわち、 R G B データが、 R S P

= T r 階調、 G S P = T g 階調、 B S P = T b 階調 を指定 している場合、標

準 R G B W データでは、 R S P = j X T r _ ( T r ' T g ' T b の最小値）

、 G S P = j X T g — ( T r . T g . T b の最小値）、 B S P = j X T b —

( T r T g T b の最小値）、 およびW S P = T r T g T b の最小値

、 となる階調 を指定する （ただ し、 1 j 2 ) 。

[0020] 例 えば、 R G B データ （8 ビッ ト2 5 6 階調デ一タ）が、 R S P = 2 5 0

階調、 G S P = 2 5 0 階調、 B S P = 2 5 0 階調である場合、標準 R G B W

データでは、 R S P = 2 X 2 5 0 _ ( 2 5 0 ) = 2 5 0 階調、 G S P = 2 X

2 5 0 - ( 2 5 0 ) = 2 5 0 階調、 B S P = 2 x 2 5 0 _ ( 2 5 0 ) = 2 5

0 階調、 およびW S P = 2 5 0 階調 を指定する。

[0021 ] 次 に、標準 R G B W データにエ ッジ補正を行い、図 6 7 のように して出

力用 R G B W データを生成する。

[0022] 図 6 では、 ピクセル P 0 の標準 R G B W データ （階調）を、 R S P = T R

0 ，G S P = T G 0 , B S P = T B O，W S P = T W O と し、 ピクセル P O

の標準 R G B W データか ら計算 される ピクセル P 0 の標準輝度 を L L 0 、 T

G O か ら計算 される ピクセル P O の G S P の標準輝度 を L G 0 、 T W O か ら



計算 される ピクセル P O のW S P の標準輝度 を L W O と し、 さ らに、 ピクセ

ル P 0 のW S P と行方向に隣接する ピクセル P の標準 R G B W データ （階

調）を、 R S P = T R 1 ， G S P = T G , B S P = T B , W S P = T W

と し、 ピクセル P の標準 R G B W データか ら計算 される ピクセル P の

標準輝度 を L L 1 、 T G 1 か ら計算 される ピクセル P の G S P の標準輝度

を L G 1 、 T W か ら計算 される ピクセル P のW S P の標準輝度 を L W 1

と し、 さ らに、 ピクセル P 0 のW S P と列方向に隣接する ピクセル P 2 の標

準 R G B W データ （階調）を、 R S P = T R 2 ， G S P = T G 2 , B S P =

T B 2 , W S P = T W 2 と し、 ピクセル P 2 の標準 R G B W データか ら計算

される ピクセル P 2 の標準輝度 を L L 2 、 T G 2 か ら計算 される ピクセル P

2 の G S P の標準輝度 を L G 2 、 T W 2 か ら計算 される ピクセル P 2 のW S

P の標準輝度 を L W 2 と し、 さ らに、 ピクセル P 0 のW S P の斜め向かいと

なる ピクセル P 3 の標準 R G B W データ （階調）を、 R S P = T R 3 ， G S

P = T G 3 , B S P = T B 3 ，W S P = T W 3 と し、 ピクセル P 3 の標準 R

G B W データか ら計算 される ピクセル P 3 の標準輝度 を L L 3 、 T G 3 か ら

計算 される ピクセル P 3 の G S P の標準輝度 を L G 3 、 T W 3 か ら計算 され

る ピクセル P 3 のW S P の標準輝度 を L W 3 と している。

そ して、 L L O > L L 1 + ， L L 0 > L L 2 + , および L L O > L L

3 + が満たされる場合 には、 ピクセル Ρ 0 が斜めエ ッジにあた り、エ ッジ

補正が必要であるもの と判断 し、 ピクセル Ρ 0 の出力用 R G B W データ （階

調）を、 R S P = T R O ， G S P = T G 0 , B S P = T B 0 , W S P = T W

0 ' « T W 0 ) とする。なお、 は、ゼ ロまたは正数 とする。 ここで、 Τ

W 0 ' か ら計算 される ピクセル Ρ 0 のW S Ρ の補正輝度 （実際の輝度）を L

W 0 ' とすれば、 L W 0 ' = L W 0 + { L G + L G 2 } X ( 1 / 2 ) 〕

X ( 1 / 2 ) < L W 0 である。 この場合、 L W 0 ' は図 1 に示す ピクセル X

のW S P の輝度 に対応 し、 L W 0 は図 2 に示す ピクセル X のW S P の輝度 に

対応 し、 L G 1 は図 2 に示す ピクセル C の G S P の輝度 に、 L G 2 は図 2 に

示す ピクセル D の G S P の輝度 に対応 している。



[0024] —方、 L L 0 < L L 1 _ S ， L L 0 < L L 2 - , および L L 0 < L L 3

_ が満たされる場合にも、 ピクセル P 0 が斜めエッジにあたり、エッジ補

正が必要であるものと判断 し、 ピクセル P 0 の出力用 R G BWデータ （階調

) を、 R S P = T R O，G S P = T G 0 , B S P = T B O，W S P = T W O

' T W O ) とする。なお、 は、ゼロまたは正数とする。ここで、 T W

0 ' から計算されるピクセル P 0 のW S P の補正輝度をL W 0 ' とすれば、

L W 0 ' = L W 0 + { L G + L G 2 } X ( 1 / 2 ) 〕 X ( 1 / 2 ) > L

W 0 である。この場合、 L W 0 ' は図 3 に示すピクセル X のW S Pの輝度に

対応 し、 L W 0 は図4 に示すピクセル X のW S Pの輝度に、 L G 1 は図4 に

示すピクセル c のG S P の輝度に、 1_ 2 は図4 に示すピクセル の 3 P

の輝度に対応 している。

[0025] 図 7 では、 ピクセル P 0 の標準 R G BWデータ （階調）を、 R S P = T R

0 ，G S P = T G 0 , B S P = T B 0 ，W S P = T W 0 とし、 ピクセル P O

の標準 R G BWデータから計算されるピクセル P 0 の標準輝度をL L 0 、 T

G Oから計算されるピクセル P OのG S P の標準輝度をL G 0 、 T W Oから

計算されるピクセル P 0 のW S P の標準輝度をL W O とし、さらに、 ピクセ

ル P 0 のW S P と行方向に隣接するピクセル P 4 の標準 R G BWデータ （階

調）を、 R S P = T R 4 ，G S P = T G 4 , B S P = T B 4 , W S P = T W

4 とし、 ピクセル P 4 の標準 R G BWデータから計算されるピクセル P 4 の

標準輝度をL L 4 、 T G 4 から計算されるピクセル P 4 のG S P の標準輝度

をL G 4 、 T W 4 から計算されるピクセル P 4 のW S P の標準輝度をL W 4

とし、さらに、 ピクセル P 0 のW S P と列方向に隣接するピクセル P 5 の標

準 R G BWデータ （階調）を、 R S P = T R 5 ，G S P = T G 5 , B S P =

T B 5 , W S P = T W 5 とし、 ピクセル P 5 の標準 R G BWデータから計算

されるピクセル P 5 の標準輝度をL L 5 、 T G 5 から計算されるピクセル P

5 のG S P の標準輝度をL G 5 、 T W 5 から計算されるピクセル P 5 のW S

P の標準輝度をL W 5 とし、さらに、 ピクセル P 0 のW S P の斜め向かいと

なるピクセル P 6 の標準 R G BWデータ （階調）を、 R S P = T R 6 ，G S



P = T G 6 , B S P = T B 6 , W S P = T W 6 とし、 ピクセル P 6 の標準 R

G BWデータから計算されるピクセル P 6 の標準輝度をL L 6 、 T G 6 から

計算されるピクセル P 6 のG S P の標準輝度をL G 6 、 T W 6 から計算され

るピクセル P 6 のW S P の標準輝度をL W 6 としている。

[0026] そ して、 L L 0 < L L 4 —ァ， L L O< L L 5 —ァ，および L L O< L L

6 —ァが満たされる場合には、 ピクセル P 0 が斜めエッジにあたり、エッジ

補正が必要であるものと判断 し、 ピクセル P 0 の出力用 R G BWデータ （階

調）を、 R S P = T R O，G S P = T G O ' (> T G O ) , B S P = T B O

，W S P = T W O とする。なお、ァは、ゼロまたは正数とする。ここで、 T

G O ' から計算されるピクセル P OのG S P の補正輝度をL G O ' とすれば

、 L G 0 ' = L G 0 + { L W 4 + L W 5 } X ( 1 / 2 ) 〕 X ( 1 / 2 ) >

L G Oである。この場合、 L G 0 ' は図 1 に示すピクセル UのG S P の輝度

に対応 し、 L G 0 は図 2 に示すピクセル UのG S P の輝度に、 L W 4 は図 2

に示すピクセル J のG S P の輝度に、 L W 5 は図 2 に示すピクセル K のW S

Pの輝度に対応 している。

[0027] —方、 L L 0 > L L 4 + ， L L 0 > L L 5 + ，および L L 0 > L L 6

+ δ が満たされる場合には、 ピクセル ρ 0 が斜めエツジにあたり、エツジ補

正が必要であるものと判断 し、 ピクセル Ρ 0 の出力用 R G BWデータ （階調

) を、 R S P = T R 0 ，G S P = T G 0 ' « T G 0 ) ，B S P = T B 0 ,

W S P = T W 0 とする。なお、 は、ゼロまたは正数とする。ここで、 T G

0 ' から計算されるピクセル P 0 のW S P の補正輝度 （実際の輝度）をL G

0 ' とすれば、 L G 0 ' = L G 0 + { L W 4 + L W 5 } X ( 1 / 2 ) 〕 X

( 1 / 2 ) < L G 0 である。この場合、 L G 0 ' は図 3 に示すピクセル u の

G S P の輝度に対応 し、 L G Oは図4 に示すピクセル u のG S P の輝度に対

応 し、 L W 4 は図4 に示すピクセル 」のW S Pの輝度に、 L W 5 は図4 に示

すピクセル k のW S P の輝度に対応 している。

[0028] 本液晶表示装置 1 で急峻な斜めの線 （_ 4 5 度から—9 0 度の線）を表示

したときの一部分を図 8 に示す。本液晶表示装置 1 では、エッジ処理を行う



ため、斜めの線 を表示するときに、斜めのエ ッジにあた らない ピクセル Y (

第 1 ピクセル） と、斜めのエ ッジにあた り、 ピクセル Y と同一のデータが入

力され、かつ白 （W 、第 1 色）のサ ブピクセルが、 ピクセル Y のW のサ プピ

クセル とは異なる輝度 とされた ピクセル X (第 2 ピクセル） と、斜めのエ ツ

ジにあた らない ピクセル Z (第 3 ピクセル） と、斜めのエ ッジにあた り、 ピ

クセル Z と同一のデータが入力され、かつ緑 （G 、第 2 色）のサ ブピクセル

が、 ピクセル Z の G のサ ブピクセル とは異なる輝度 とされた ピクセル U (第

4 ピクセル） とを含む。 そ して、 ピクセル X は、 そのW のサ ブピクセル に隣

接する ピクセル C D よ りも高輝度であるとともに、 ピクセル X のW のサ ブ

ピクセルは、 ピクセル Y のW のサ ブピクセル よ りも低輝度であ り、 また、 ピ

クセル U は、 その G のサ ブピクセル に隣接する ピクセル J K よ りも低輝度

であるとともに、 ピクセル U の G のサ ブピクセルは、 ピクセル Z の G のサ ブ

ピクセル よ りも高輝度である。以上のように斜めの線 を表示することで、従

来の図 9 (エ ッジ処理な しで斜めの線 を表示 したの場合）よ りも、エ ッジを

なめ らかにすることがで きる。

本液晶表示装置 1 で緩やかな斜めの線 （_ 4 5 度 か ら0 度 の線）を表示 し

た ときの一部分 を図 1 0 に示す。本液晶表示装置 1 では、エ ッジ処理 を行 う

ため、斜めの線 を表示するときに、斜めのエ ッジにあた らない ピクセル Y (

第 1 ピクセル） と、斜めのエ ッジにあた り、 ピクセル Y と同一のデータが入

力され、かつ白 （W 、第 1 色）のサ ブピクセルが、 ピクセル Y のW のサ プピ

クセル とは異なる輝度 とされた ピクセル X (第 2 ピクセル） と、斜めのエ ツ

ジにあた らない ピクセル Z (第 3 ピクセル） と、斜めのエ ッジにあた り、 ピ

クセル Z と同一のデータが入力され、かつ緑 （G 、第 2 色）のサ ブピクセル

が、 ピクセル Z の G のサ ブピクセル とは異なる輝度 とされた ピクセル U (第

4 ピクセル） とを含む。 そ して、 ピクセル X は、 そのW のサ ブピクセル に隣

接する ピクセル C D よ りも高輝度であるとともに、 ピクセル X のW のサ ブ

ピクセルは、 ピクセル Y のW のサ ブピクセル よ りも低輝度であ り、 また、 ピ

クセル U は、 その G のサ ブピクセル に隣接する ピクセル J K よ りも低輝度



であるとともに、 ピクセル U のG のサブピクセルは、 ピクセル Z のG のサブ

ピクセルよりも高輝度である。以上のように斜めの線を表示することで、従

来の図 1 1 (エ ツジ処理な しで斜めの線を表示 したの場合）よりも、エツジ

をなめ らかにすることができる。

[0030] 本液晶表示装置では、斜めのエッジを含む対象物を表示するときに、斜め

のエッジにあた らない第 3 ピクセル と、斜めのエッジにあた り、第 3 ピクセ

ル と同一のデータが入力され、かつ第 2 色のサブピクセルが、第 3 ピクセル

の第 2 色のサブピクセル とは異なる輝度 とされた第 4 ピクセル とを含み、第

4 ピクセルは、その第 2 色のサブピクセルに隣接する複数の ピクセルよりも

低輝度であ り、第 4 ピクセルの第 2 色のサブピクセルは、第 3 ピクセルの第

2 色のサブピクセルよりも高輝度である構成 とすることもできる。

[0031 ] 本液晶表示装置では、斜めのエッジを含む対象物を表示するときに、斜め

のエッジにあた らない第 3 ピクセル と、斜めのエッジにあた り、第 3 ピクセ

ル と同一のデータが入力され、かつ第 2 色のサブピクセルが、第 3 ピクセル

の第 2 色のサブピクセル とは異なる輝度 とされた第 4 ピクセル とを含み、第

4 ピクセルは、その第 2 色のサブピクセルに隣接する複数の ピクセルよりも

高輝度であ り、第 4 ピクセルの第 2 色のサブピクセルは、第 3 ピクセルの第

2 色のサブピクセルよりも低輝度である構成 とすることもできる。

[0032] 本液晶表示装置では、第 1 〜第 4 色のサブピクセルに同一階調を表示する

とき、第 1 色のサブピクセルの輝度> 第 2 色のサブピクセルの輝度> 第 3 色

のサブピクセルの輝度> 第 4 色のサブピクセルの輝度 となる構成 とすること

もできる。

[0033] 本液晶表示装置では、 1 ピクセル内で、第 1 および第 2 色のサブピクセル

が斜め向かいに配されている構成 とすることもできる。

[0034] 本液晶表示装置では、第 1 色は白で、第 2 色は緑である構成 とすることも

できる。 この場合、第 3 色は赤で、第 4 色は青である構成 とすることもでき

る。

[0035] 本発明は上記の実施の形態に限定されるものではな く、上記実施の形態を



技術常識 に基づいて適宜変更 したものやそれ らを組み合わせて得 られるもの

も本発明の実施の形態 に含 まれる。

産業上の利用可能性

本発明の液晶表示装置は、例 えば電子 プック、携帯電話、 ノー トP C 等 に

好適である。

符号の説明

X X 第 1 ピクセル

Y y 第 2 ピクセル

U U 第 1 ピクセル

Z Z 第 2 ピクセル

R 赤

G 緑

B 冃

W 白

液晶表示装置

表示制御回路

液晶パネル

6 データ変換回路



請求の範囲

[ 請求項 1] 画素が 2 行 2 列のマ 卜リクスに配置 された第 1 〜第 4 色のサ プピ

クセルか らなる液晶表示装置であ つて、

斜めのエ ッジを含む対象物 を表示するときに、斜めのエ ッジにあた

らない第 1 ピクセル と、斜めのエ ッジにあた り、第 1 ピクセル と同一

のデータが入力され、かつ第 1 色のサ ブピクセルが、第 1 ピクセルの

第 1 色のサ ブピクセル とは異なる輝度 とされた第 2 ピクセル とを含み

上記第 2 ピクセルは、 その第 1 色のサ ブピクセル に隣接する複数の

ピクセル よ りも高輝度であ り、該第 2 ピクセルの第 1 色のサ ブピクセ

ルは、第 1 ピクセルの第 1 色のサ ブピクセル よ りも低輝度である液晶

表示装置。

[ 請求項2] 斜めのエ ッジを含む対象物 を表示するときに、斜めのエ ッジにあた

らない第 3 ピクセル と、斜めのエ ッジにあた り、第 3 ピクセル と同一

のデータが入力され、かつ第 2 色のサ ブピクセルが、第 3 ピクセルの

第 2 色のサ ブピクセル とは異なる輝度 とされた第 4 ピクセル とを含み

上記第 4 ピクセルは、 その第 2 色のサ ブピクセル に隣接する複数の

ピクセル よ りも低輝度であ り、該第 4 ピクセルの第 2 色のサ ブピクセ

ルは、第 3 ピクセルの第 2 色のサ ブピクセル よ りも高輝度である請求

項 1 記載の液晶表示装置。

[ 請求項3] 1 画素が 2 行 2 列のマ トリクスに配置 された第 1 〜第 4 色のサ プピ

クセルか らなる液晶表示装置であ つて、

斜めのエ ッジを含む対象物 を表示するときに、斜めのエ ッジにあた

らない第 1 ピクセル と、斜めのエ ッジにあた り、第 1 ピクセル と同一

のデータが入力され、かつ第 1 色のサ ブピクセルが、第 1 ピクセルの

第 1 色のサ ブピクセル とは異なる輝度 とされた第 2 ピクセル とを含み



上記第 2 ピクセルは、 その第 1 色のサ ブピクセル に隣接する複数の

ピクセル よ りも低輝度であ り、該第 2 ピクセルの第 1 色のサ ブピクセ

ルは、第 1 ピクセルの第 1 色のサ ブピクセル よ りも高輝度である液晶

表示装置。

斜めのエ ッジを含む対象物 を表示するときに、斜めのエ ッジにあた

らない第 3 ピクセル と、斜めのエ ッジにあた り、第 3 ピクセル と同一

のデータが入力され、かつ第 2 色のサ ブピクセルが、第 3 ピクセルの

第 2 色のサ ブピクセル とは異なる輝度 とされた第 4 ピクセル とを含み

上記第 4 ピクセルは、 その第 2 色のサ ブピクセル に隣接する複数の

ピクセル よ りも高輝度であ り、該第 4 ピクセルの第 2 色のサ ブピクセ

ルは、第 3 ピクセルの第 2 色のサ ブピクセル よ りも低輝度である請求

項 3 記載の液晶表示装置。

第 1 〜第 4 色のサ ブピクセル に同一階調 を表示するとき、第 1 色の

サ プピクセルの輝度 > 第 2 色のサ ブピクセルの輝度 > 第 3 色のサ ブピ

クセルの輝度 > 第 4 色のサ ブピクセルの輝度 となる請求項 1 ~ 4 のい

ずれか 1 項 に記載の液晶表示装置。

ピクセル内で、第 1 および第 2 色のサ ブピクセルが斜め向かいに

配 されている請求項 5 記載の液晶表示装置。

第 1 色 は白で、第 2 色 は緑である請求項 5 記載の液晶表示装置。

第 3 色 は赤で、第 4 色 は青である請求項 7 記載の液晶表示装置。
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